
現保育制度に関して感じること

保育園運営・新規開園において、以下の点に難しさを感じています。

①施設整備補助（ハード交付金）がないこと

施設整備補助（ハード交付金）が受けられないため、新園開設の施設整備をすべて負担
しなければならない。そのことが新園開設の障害となっている。

②積み立てが前提となった補助金制度。資金運用を柔軟に行うことができない

現行の補助金制度では当該保育園への使用が前提であり、余剰については積立金
として扱い、その運用には様々な制約がある。
積み立てが前提となった現行制度は、収益をさらなる保育事業への投資や配当に
あてるという企業活動との前提との大きな乖離があり、事業展開が思うようにできない。

③その他

○使途が制限されていること
賃借料などについて、運営費を充当することに大きな制限がある。
賃借料・施設整備などに保育園運営に必要な経費についても柔軟な運用ができにくい。

○社会福祉法人会計が義務付けられていること
社会福祉法人会計が企業活動の実態にあわない。
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